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上田市は長野県の東に位置し、古 くから東信濃の中心地として栄えてきた地

域です。古代においては、市域の東に信濃国分寺が置かれていました。また、

その近 くに信濃国府も置かれていたと考えられており、信濃国の政治・文化の

中心でした。中世においても、後に塩田平は信州の学海と呼ばれるほどの学問

の中心地であり、特に鎌倉時代には信濃国の守護所が置かれていたと考えられ

ています。近世においては、上田城を中心として城下町が繁栄していました。

上田は、このように古代から現代に至るまで、地域の政治 。経済 。文化を担っ

てきましたが、何故地域の中心として発展をしてきたのかを知る手がかりは有

形・無形等の文化財及び埋蔵文化財によるところが大きいと思われます。

今回、上田市秋和地区において、創価学会上田平和会館建設工事が計画され

ました。同地籍は周知の埋蔵文化財包蔵地「宮原遺跡」に当たることから、工

事に先立ち発掘調査を実施 し記録保存をはかることにしました。調査の結果、

弥生時代後期～古墳時代前期にかけての住居址や中世建物址、土器・石器等が

発見されました。

近年、本市で行われる発掘調査は、そのほとんどが開発事業に伴って実施さ

れており、記録保存の後、工事により姿を消す遺跡が跡を絶ちません。埋蔵文

化財は、文字の無い時代や文献史料等の少ない地域の人々の生活をうかがい知

ることのできる貴重な情報源であり、私達の郷上の歴史を解き明かすかけがえ

のない財産であります。これらを生きた教材として社会教育・学校教育の中で

活用してゆくことが、現代に生きる私達の生活を豊かにするものと確信 してお

ります。

最後になりましたが、厳しい寒さのなか発掘調査に参加 して頂いた皆様、調

査の実施にあたり御尽力を賜りました関係機関各位に感謝の意を表する次第で

あります。

平成10年 3月

上田市教育委員会教育長 我 妻 忠 夫



例

本書は長野県上田市大字秋和字宮原に所在する宮原遺跡の発掘調査報告書である。

本調査は、創価学会上田平和会館建設事業に伴 う緊急発掘調査であり、創価学会より

委託を受け上田市 (上 田市教育委員会文化課)が実施 した。

現地調査は1997年 10月 29日 ～ 1998年 1月 5日 、整理作業・報告書刊行は1998年 1月 5

日～ 1998年 3月 31日 で行 った。

本書の執筆・ 遺物観察は小笠原正が行 った。

本書作成にあたっての分担は次の通 りである。

遺物整理・復元 :金沢修治郎、甲田五夫、鈴木義房、相馬敬子、高桑豊治、滝沢七郎

中島昭吾、保屋野友延、西沢 勝

遺物実測・拓本 :上原祐子、川上 けい子、高木め ぐ美、田村雄二、横井順子

トレース :川上 けい子、田畑 しず子、保屋野道子、松野ひろみ、山浦幸子

遺構・遺物写真撮影 :尾見智志、小笠原正

版組 :尾見智志、小笠原正、松野ひろみ

現地調査における基準点測量および トータルステーションを用いた遺構測量は株式会

社協同測量社に委託 した。

7 本調査に係 る出土遺物、実測・測量図等は上田市立信濃国分寺資料館に保管 してある。

本書の作成に当たり、 ご協力いただいた機関

上田市都市計画課、株式会社 ミヤノ

各遺構の略称は次のとおりである。

SB:竪 穴住居址  ST:掘 立柱建物址  SK:土 坑

遺構実測図は原則 として原図 1/20、 縮尺1/3で ある。

SD:溝 址

土器・ 石器は縮尺1/3を原則 とした。拓本・銭は1/2を原則 とした。

土器の実測方法は 4分割法を用い、右側1/2に断面および内面を、左側 1/21こ 外面を記

録 した。

スクリーン トーンの指示は次の通 りである。

遺構 :焼土    l  田  土器 :赤色処理 l ■】‖ 石器 :磨面 ‖]耳■
=引

炭化物集中部 4////////////2 黒色処理 鵬報鞘欄

14 遺物番号 は本文、出土遺物一覧表、遺構 。遺物実測図、写真図版 とも相互に一致 して

いる。
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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯

平成 9年 4月 初め、上田市都市計画課から (株 )ミ ヤノ所有の造成地に創価学会の上田平和会館が

移転するとの連絡が入った。当該地区は周知の埋蔵文化財包蔵地「宮原遺跡」にあたるため、試掘調

査を行うこととなった。 4月 20日 に行った試掘調査の結果、造成等の影響で破壊が著 しいものの、一

部に遺構が残っていることが確認された。そのため、関係者間で保護協議を行ったところ発掘調査が

必要であるとの見解に達 した。

平成 9年 10月 15日 、上田市は創価学会と発掘調査委託契約を結び調査に着手 した。

第 2節 調査体制

教 育 長   我妻忠夫       教 育 次 長   宮下明彦

文 化 課 長   川上 元       文化財係長   岡田洋一

文 化 財 係   中沢徳士、尾見智志、塩崎幸夫、久保田敦子、久保田浩、西沢和浩

清水 彰、小笠原正、望月貴弘 (嘱託)、 古野明子 (嘱託)

松野ひろみ (嘱託 )

発掘 。整理   一之瀬貞美、岡嶋庄平、酒井薩子、佐野和男、清水悦二、高桑豊治

作業協力者   滝沢七郎、竹内和好、中島昭吾、西沢貞雄、柳沢栄治

上原祐子、金沢修治郎、川上けい子、甲田五夫、鈴木義房

相馬敬子、高木めぐ美、田畑 しず子、田村雄二、西沢 勝

保屋野友延、保屋野道子、山浦幸子、横井順子  (順不同)

第 3節 調査日誌 (抄)

平成 9年 10月 29日        仮設ハウス・ トイレ設置

10月 29日 ～ 11月 28日    バ ックホーによる表土景Jぎ (延べ15日 間)

12月 5日        発掘機材搬入

12月 9日 ～12月 22日    遺構検出 。遺構掘り下げ

12月 22日        発掘機材撤収

12月 22日 ～12月 26日    トータルステーションによる遺構測量作業

平成10年 1月 5日        仮設ハウス・ トイレ撤収

1月 5日 ～ 3月 31日   信濃国分寺資料館において出土遺物整理、報告書作成作業・刊

行。
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創 価 学 会

上田平和会館

建 設 事 業

所収遣跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

原
跡

宮
遺

集落 弥生 。古墳 竪穴住居址 5

掘立柱建物址 11

土坑284

溝址 7

弥生土器
土師器
須恵器
石器・銭

第 4節 調査報告書抄録

第 2章 遺跡の環境

第 1節 自然的環境

上田盆地は長野県東部、千曲川中流域に位置し、平地面積はおよそ90M、 全体として不規則なそら

豆状の地形をしており、ほぼ現在の上田市域に重なる。中央を千曲川が流れ、盆地は大きく西と東に

分かれる。

西部は川西地方と呼ばれ、北西方向に川西山地があり浦野川が流下する。その南は川西丘陵を挟ん

で塩田平が広がる。この周囲を塩田山地、独鈷山脈、小牧山系が取 り囲み、これらの山々の水を集め

て産川などの小河川が流れる。

東部は千由川右岸にあたり上田市街地中心部を含む。市街地北側は屏風状に屹立する太郎山脈によ

り区切 られる。西から虚空蔵山 (1,067m)、 太郎山 (1,164m)、 東太郎山 (1,300m)が 答え立ち、そ

の南斜面は急峻で山麓線は塩尻岩鼻から上野方面まで直線的に平野部と接 している。基盤は第 3紀内
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村層の緑色凝灰岩であり、その間に頁岩 。砂岩層を挟むほか、閃緑ひん岩が貫入する。山麓には幾つ

もの扇状地が形成されており、最 も大きいのは太郎山と東太郎山の間の谷を水源とする黄金沢扇状地

である。これ以西は開析があまり進行 しておらず、小扇状地または崖錐が形成されている。

また、この千曲川右岸は河岸段丘が発達 しており、国分付近では 4段を数える。上堀地籍から下流

では 3段 となる。第 1段丘面は市街地東方の染屋台地、第 2段丘面は現市街地が展開する平坦面であ

り、上田城はこの段丘崖を利用 して築造されたものである。第 3段丘面は千曲川の氾濫原であり現河

床より若干高い。これらの段丘の地質は第 1段丘面が染屋層と呼ばれており、上田盆地の地下一帯に

広 く分布 している。下層は砂層・粘土層からなり、時折、礫層を挟む湖成層である。上層は主に礫層

からなる河成堆積物である。この上の地表面は 1～ 2mの ローム層で覆われている。第 2段丘面は千

曲川上流から押 し出された火山灰・角礫を含む泥流堆積物からなる。これは上田城跡南側の崖で観察

される。

上田盆地の気候は塩田平の溜め池が示すように年間降水量 1,000mm以 下と少なく、国内有数の寡雨

地帯である。

宮原遺跡は市内秋和地区にあり、先述の第 2段丘面の西端に位置する。南と西は千曲川の段丘崖で

直下に氾濫原が広がる。北は風呂川による第 2段丘面の浸食で浅い谷を生 じているため、一見、西方

へ突き出た半島状の地形を呈する。また、この北側は虚空蔵山の南斜面が間近に迫っている。

第 2節 歴 史 的 環 境

宮原遺跡の立地する太郎山山麓は千曲川右岸でも比較的遺跡の集中した地区である。ここでは特に

黄金沢扇状地から塩尻に至る地域の遺跡の現状を取 り上げる。この地域では旧石器時代の遺跡は未だ

発見されていないが、縄文時代から中世に至る各時代の遺跡が確認されている。なかでも秋和・塩尻

地区は古墳～平安時代にかけての遣跡が集中している。 縄文時代の遣跡は黄金沢扇状地西端の八幡

裏遺跡が発見されている。このうち国立長野病院敷地内からは中期の加曽利 E式上器、後期の堀之内

・加曽利 B式上器、磨製石斧、打製石斧が出土 したほか、イノシシ、ニホンジカなどの獣骨も検出さ

れた。また、大星西遺跡でも中期の加曽利 E式上器が表採されている。太郎山南斜面の虚空蔵沢沿い

の山腹テラス状台地には上平遺跡がある。ここでは縄文中期の上器片が表採されている。平成 4年、

北陸新幹線建設に伴い発掘調査された弥勒堂遺跡では、中・後期土器、石鏃、打製石斧、石槍が出土

した。宮原遺跡でも縄文前期の上原式上器、石鏃、打製石斧が出上 している。 弥生時代の遺跡では

八幡裏遺跡から中期の栗林式上器の壺が出上 している。上平遺跡では昭和43年に畜産団地建設に伴 う

発掘調査で土装から後期後半の箱清水式上器を出土 した。その後、昭和58年 にも高圧鉄塔の建設に伴

い一部の調査が行われ、後期後半に属する住居跡やそれに伴 う土器が検出された。また上平遺跡は一

般の弥生時代遺跡と異なり水田耕作適地からかなり離れた山腹テラス台地にあることから、上小地区

でも数少ない高地性集落として注目される。
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図 1 宮原遺跡の位置
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1 宮原追跡(縄文～平安)

2 六句遣跡(平安'中 世)
3 秋和大蔵京古墳(古墳)

4 堂屋敷遺跡(平安)

5 姥石遺跡(平安)

6 柿メホ道跡(古墳)

7 宮原古墳(古墳)
8 風呂川古墳(古墳)

9 弥勒堂遺跡(平安)

10 弥勒堂古墳(古墳)

11 東山き墳(古墳)

12 持越古墳(古墳)

13 持越峡路(中世)

14 慮空薦‖I城跡(中世)

15 甲弥陀平遺跡(平安)

16 弥陀平古墳(古墳)

17 飯綱城跡(中 11)

18 堂平遣跡(平安)

19 7ラ城跡(中世)
20 牛伏城跡(中世)
21 1平遺跡(縄文～平安)

22 北林城跡(中世)
23 段lW遺跡(平安)

24 七反田適跡(平安)

25 宙F」適跡(平安)

26 豊願古墳(古墳)

27 八襦裏遺跡(縄文'平安)

28・ 29 上冊城跡(近世)

周辺遺跡分布図
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古墳時代の遺跡では八幡裏遺跡およびその東方の雁堀遺跡があり 5世紀の上師器を出上 している。

太郎山・虚空蔵山南麓のこの一帯はまた多 くの古墳が築造された。なかでも二子塚古墳は上小地方唯

―の前方後円墳であり、黄金沢扇状地上の上田市街を一望できる場所に立地する。全長48mを測 り北

側には周違と思われる窪みがめぐり、周囲には 4基の陪塚と推定される円墳がある。墳丘に葺石は施

されていないが円筒埴輪が出土 しており、その特徴から6世紀前半とみられ古墳の築造 も同時期と考

えられる。

一方、秋和・塩尻地区には 7基の古墳が知 られている。このうち秋和大蔵京古墳は上小地区で最 も

古 く大規模な墳丘を持つ方墳として知 られている。昭和59年 には筑波大学により詳細な実測調査が行

われている。墳丘基底部は一辺32～ 35m、 高さ 5～ 8mを測り、周漫・周堤は存在 しない。調査中に

は墳丘斜面で大型の有段口縁壺の口縁部が発見され、その特徴から本古墳の築造が 4世紀末～ 5世紀

前半と推定された。

また後期古墳はこの地区に 6基確認されているが、現存するのは大蔵京古墳の上方、虚空蔵山中腹

に立地する弥陀平古墳 (円墳)1基のみである。他の 5基はほとんどが破壊されていたが、そのうち

の 1つである風呂川古墳の一部が平成 4年に北陸新幹線五里ヶ峰 トンネルエ事用道路敷設の折に調査

された。かつて直刀が出土 したと伝えられ、墳丘は全 く失われていたが周溝の一部が確認され、溝底

から土師器の高郭・靖などが出上 したことから、築造は 5世紀に遡るものと推定されている。

奈良 。平安時代から中世にかけての遺跡は山麓一帯に広がり、遺物 も多量に発見されているが、発

掘調査があまり行われていないため詳細は不明である。上平遺跡では昭和43年 の調査の折に奈良時代

の須恵器窯 1基が確認された。殿田遺跡からは奈良 。平安時代の住居跡 5軒 とそれに伴う遺物が出土

したほか、「和同開珍」が発見された。弥勒堂遺跡では小鍛治跡とみられる竪穴が検出され、鍛治炉

。羽口 。鉄滓などが確認されたほか、埋葬人骨を伴 う 4基の上壊墓 も検出されている。さらに上師器

・須恵器・灰釉陶器 。中世陶器・銭貨も出上 した。

第 3節 宮原遺跡基本層序

O all―

lm‐ ―

1層 表土 (ゴ ミの混 じる造成用埋め立て土 )

2層 褐灰色土 (表上、シル ト質を呈する。指頭大～

傘大の礫を含む)

3層 黒褐色土 (褐色土、褐色～暗褐色で l cm大 の風

化礫を多 く含む。指頭大～傘大の礫

を含むc)
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第 3章 検出された遺構 と遺物

第 1節 遺跡の概要

今回の調査では平成 9年 4月 に行った試掘結果をもとに1716∬を発掘 した。検出面までは、地表か

ら1.Om～ 1.5mに わたり上砂が堆積 し、上層は整地用の盛土で覆われていた。検出面は所々攪乱され

てはいたものの、遺構は調査区全面に散在 していた。出土遺構は竪穴住居址 5、 掘立柱建物址 11、 溝

址 7、 土坑284で あった。遺物はそのほとんどが箱清水式上器および土師器であり、弥生時代後期

～古墳時代前期に属する。また奈良～平安時代に属する土器が若干と中世の掘立柱建物址から銭 1枚

が出土 した。

第 2節 遺構および出土遺物

(1)竪穴住居址

1号住居址 (SB01)

検出遺構 :調査区南東に位置する。北側は削平され失われている。平面形態は隅丸正方形または隅

丸長方形と見 られる。南西隅でST02、 03に切 られる。覆土は小礫を含む黒褐色上である。貼 り床はな

く地山を堀込み直接床面としている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。周溝が南側か ら西側にかけて巡

る。覆上下より検出されたPl～ P4が柱穴と見 られる。 P3か らは箱清水式の壷の胴下部(1)が出

上 した。この北側には土坑が散在するが本住居址に属するものかどうかは明確にできなかった。炉は

確認されなかった。

出土遺物 (1、 2):箱清水式の壷胴下部 (1)、 甕、高郭 (2)、 奈良～平安前期の堺、須恵器片が出土

した。

時  期 :郭、須恵器片は検出面の出上であったことから、後世の混入と判断した。出土土器から

弥生後期に属するものと推定される。

2号住居址 (SB02)

検出遺構 :調査区南部中央に位置する。全体的に削平が著 しく、南側は攪乱により失われている。

平面形状は隅丸正方形で、東西5.Om× 南北4.lmである。北寄りでSD01に切 られる。覆

土は褐色土 (10YR4/4)を 含む黒色土 (10YR2/1)一 層である。貼 り床はなく、地山を堀込

み直接床面としている。壁は削平が著 しく僅かに立ち上がりが見 られる程度である。周

溝は西側を除いて全周に巡 り、幅11～ 26cmで ある。 Pl～ P6の うちPl・ P2・ P5
。P6は主柱穴と見 られる。床面からは炭化材が出上 した。炉は確認されなかった。

出土遺物 (3、 55):土師器壷 (3)、 ハケ調整の上師器甕片 (55)の ほか、 S字状口縁台付甕の小破片

を含む箱清水式期～古墳初頭の遺物が出土 した。

時  期 :出土遺物から弥生後期末～古墳初頭に属するものと推定される。
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3号住居址

検出遺構

出土遺物 (

時  期

4号住居址

検出遺構

出土遺物 (

5号住居址

検出遺構

期時

(SB03)

調査区南西部に位置する。東側は攪乱され残存 しない。また遺構は調査区域外へ延びて

いる。表土剰ぎの段階で遺構であるとの認識ができなかったため、覆上の大半を失った。

調査区域境の上層断面観察によると、覆土は黒褐色土 (10YR3/1)の 一層、厚さ25～ 40cm

で壁は傾斜 しながら立ち上がる。周溝は壁面に沿 って巡 り、幅34～ 66cm、 深さ 6～ 8 cm

である。

56、 57):箱清水式の甕片 (57)、 ハケ調整の上師器甕片 (56)が 出土 した。

出土遺物から弥生後期末～古墳初頭に属するものと推定される。

(SB04)・ 6号溝址 (SD06)

調査区西部に位置する。西側は一部暗渠によって破壊されている。平面形態は隅丸長

方形で東西6.8m× 南北9.5mで ある。覆土は黒褐色土 (10YR3/1)の 単層で、褐色土

(10YR3/1)、 黄褐色土 (10YR5/8)、 礫、少量の炭化物を含む。床面は褐色土 (10YR3/4)を

多量に含む黒褐色土 (10YR3/1)を 堅 く叩き締め、貼 り床としていた。床上の厚さは 5 cm

程度である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。地床炉は北側と東側で検出された。北側の炉

址は隣接 して灰・炭化物の集中が見 られた。 ピッ トは12基検出されたが、うちPl・ P

5。 P8。 P llは主柱穴、 P2・ P3。 P4・ P6。 P9・ P10。 P12は 補助穴と思わ

れる。 P7は壁側に外傾する。出入口に関係する施設か。周溝は住居址を全周 し、南側

やや東寄 りで一部内側へ張り出す。SD06と は南東隅で接続する。SD06は本住居址周溝の

屋外施設 と考えられ、直線状に延び調査区域外の千曲川段丘崖へ続 くものと推定される。

このことか らSD06は S304付属の排水施設の可能性がある。

4～ 19、 58、 59、 66～ 70):箱 清水式の壷 (19)・ 甕 (4、 5、 6、 8、 9、 10、 11、 12)

。高雰 (13、 14、 15)。 鉢 (16、 17)。 小型甕 (7)・ 土製円板 (18)が 出上 している。石器は

磨石 (66)・ 棒状礫 (67、 68)・ 敲石 (69)。 砥石 (70)が 出土 した。また、東海系の S

字状口縁台付甕の小破片 (58)も 出上 したが混入物 と解釈 した。

出土土器か ら弥生時代後期と推定される。

(SB05)

調査区北東隅に位置する。北西側は一部攪乱で破壊されている。平面形状は隅丸長方形

に近い不整形で、東西4.7m X南北6.lmである。覆土は黒褐色土 (10YR3/1)一 層で、傘

大～人頭大の礫および土器片を多量に含んでいた。出土状況か らこれらの礫および土器

片は投棄されたものと思われる。床は一部強い粘性を有する黒褐色上で貼 り床されてい

るほかは、地山を堀込み直接床面としている。壁は傾斜 しなが ら立ち上がる。地床炉は

北側で検出され、炉内には壷底部を利用 した炉胎土器がみられた (24)。 PloP2は 主

柱穴と思われる。 P3は径88× 72cm、 深さ20cmを 測る。

出土遺物 (20～ 46、 60、 61、 71、 72):土器片は検出面から床面にかけて多量の礫に混在 していた。

箱清水式上器が比較的まとまって出土 しており、壷 (20～ 24)・ 甕 (25～ 36、 60、 61)。 高雰

(38～ 40)。 鉢 (41～ 43)が 見 られる。 このほかに、高台状の高まりを有する土 器底

部 (甕 か ?。 44)・ 土製円板 (46)・ 古墳初頭の小型器台 (37)も 出上 している。石器
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は偏平礫を使用 した砥石 (71、 72)が 出上 した。

時  期 :覆土内出土土器の特徴か ら弥生後期末～古墳初頭に属するものと推定 した。また、住居

址の所属時期 も覆土内出土土器が示す年代とほぼ同時期と思われる。

(2)掘立柱建物址

1号建物址 (ST01)

検出遺構

出土遺物

時  期

2号建物址

検出遺構

出土遺物

時  期

3号建物址

検出遺構

出土遺物

時  期

4号建物址

検出遺構

出土遺物

時  期

5号建物址

検出遺構

時  期

調査区東部中央にある。 2間 × 3間の長方形を呈 し、規模は梁間4.Om× 桁行4.8mであ

る。 P6で柱痕が検出された。 P3・ P4で柱の建て替えが行われている。

箱清水式期～古墳前期の上器片が出上 している。

柱穴の規模・形態および出土土器から弥生時代後期～古墳時代前期に属するものと推定

される。

(ST02)

調査区南東に位置する。SB01を切る。ST03と も切 り合 うが前後関係は不明。 1間 ×4間

の長方形を呈 し、規模は梁間2.3m X桁行7.3mである。

P6か ら縄文土器片、須恵器片が出上 した。

出土土器は混入品と解釈 した。柱穴の規模・形態からST03、 04、 05と ほぼ同一時期と思

われる。ST03が 中世と推定されることから本址 も中世に属するものであろう。

(ST03)

調査区南東に位置する。SB01を切る。ST02と も切 り合 うが前後関係は不明。 1間 X3間
の長方形を呈 し、規模は梁間3.Om× 桁行4,9mである。 P4・ P5、 P6・ P7、 P9
・ P10、 P■・ P12で柱の建て替えが行われている。 Plも平面形態から見て建て替え

の可能性がある。 P2に裏込石と見 られる偏平礫がある。

Plか ら銭貨「開元通費」(64)が 1点出上 した。

銭貨の出土および柱穴の規模・形態から中世建物址と推定される。

(ST04)

調査区南東に位置する。西側を一部攪乱で破壊される。 1間 × 3間の長方形を呈 し、規

模は梁間2.Om× 桁行5.2mである。

P4か ら箱清水式の壺破片が出土 した。

P4出土土器は混入と解釈 した。柱穴の規模・形態からST02、 03、 05と はぼ同時期と思

われる。中世に属するものと推定される。

(ST05)

調査区南東に位置す る。北東側を一部攪乱で破壊 される。 1間 × 3間の長方形を呈 し、

規模は梁間2.5m× 桁行4.lmである。 P5に相対する東側の柱穴 は検出されなか った。

Pl・ P2、 P6・ P7で柱の建て替えが行われている。

遺物の出土 はなか ったが、柱穴の規模・ 形態か らST02、 03、 04と ほぼ同時期 と思われ
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6号建物址

検出遺構

出土遺物

時  期

7号建物址

検出遺構

時  期

8号建物址

検出遺構

時  期

9号建物址

検出遺構

出土遺物

時  期

10号建物址

検出遺構

時  期

11号建物址

検出遺構

出土遺物

時  期

る。中世に属するもの と推定 される。

(ST06)

調査区中央東寄 りに位置す る。 2(1)間 × 2(1)間の若干歪んだ長方形を呈 し、規模は

梁間2.4m× 桁行3.8mで ある。南側 と東側の中央の柱穴は検出不十分で確認できなか っ

た可能性がある。

Plか ら箱清水式の鉢の小破片が出上 した。

不明。

(ST07)

調査区中央に位置す る。 1間 × 1間 の長方形を呈 し、規模 は3,5m Xl.8mで ある。東側

の P2・ P3、 P4・ P5で 柱の建て替えが行われている。

出土土器がいずれ も小破片のため時期を特定するに至 らなか った。

(ST08)

調査区南西部 に位置す る。 1間 × 1間の正方形を呈 し、規模は2.lm× 2.2mである。

不明。

(ST09)

調査区中央北西寄 りに位置す る。 1間 × 2間の長方形を呈 し、規模は4.lm× 4.8mであ

る。

P4か ら箱清水式の甕破片が脇上 した。

出土遺物および柱穴の規模・形態か ら弥生時代後期～古墳時代前期に属するものと推定

される。

(ST10)

調査区北西に位置す る。 1間 × 2間の正方形を呈 し、規模 は梁間2)m× 桁行2.2mであ

る。ST09、 STllと 主軸方向がほぼ一致する。

不明。

(STll)

調査区北西に位置する。東西 3間で 6.6mを 測る。柱列両端の延長上にも柱穴と思われ

る遺構が存在するが、若干形態上の相違が見 られるため除外 した。なお、本址はST09の

梁間構造を念頭に北側調査区域外へ柱列を想定 し、掘立柱建物址と解釈 した。

P3か ら箱清水式期の上器片が出上 した。

出土土器および主軸方向がST09と 一致することから弥生時代後期～古墳時代前期に属す

るものと推定される。
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(3)溝址

1号溝址 (SD01)

検出遺構 :調査区南部に位置する。SB02を 切る。若干 S字状に蛇行 しなが ら東西方向に延びる。西

側および中央部は攪乱で破壊されている。東端は削平により失われている。覆土は小礫

を含む黒褐色土 (10YR2/2)一 層である。溝断面は東側は弓状であるが、西側へ向かうに

つれて逆台形からV字形に変化する。西端でSD02と 合流する。

出土遺物 (47～ 50、 62、 63):箱清水式期～平安前期各期の上器片が出上 している。 このうち (47)

は北陸系の有段口縁甕、(49)は 東海系の S字状口縁台付甕の破片である。 (50)は高邦

で棒状脚を有する。また長胴甕の破片 も見 られた(48、 62)。 このほか小破片のため図示

しなかったが古墳初頭の高郭・甕、後期の長胴甕、奈良～平安の界が出上 している。

時  期 :西側でSB02を 切ることから古墳初頭以降に構築されたものと解釈 した。

2号溝址 (SD02)

検出遺構 :SB03東側に位置する。全体に削平が著 しく北側は失われている。南側でSD01に 合流す

る。なお、当初SD01・ 02合流部分を別遺構と考えたが、掘り下げの結果、溝址の一部分

と判明した。

出土遺物 :合流部分か ら箱清水式の高郭 (51)が出上 した。

時  期 :1号溝址と切 り合いが見 られないことから同時期と推定される。

3号溝址 (SD03)

検出遺構 :調査区中央北東寄りにある。覆土は小礫を含む黒褐色土 (10YR3/1)で ある。

出土遺物 :土師器片が出上 している。

時  期 :不明。

4号溝址 (SD04)・ 5号溝址 (SD05)

検出遺構 :調査区南西部に位置する。SD05の 中間でSD04が合流する。またSD05は南端でSD06に 合流

する。いずれも切り合いはない。なお、SD05、 06合流点では相互の溝底に段差が生 じて

おりSD05の 溝底の方が25cm高 い。

時  期 :SD06と 同じ弥生時代後期と推定される。

7号溝址 (SD07)

検出遺構 :調査区中央やや南東寄りに位置する。南側はSD01の手前で切れ、西側は攪乱の手前で削

平により失われている。 L字形の溝址西側は検出時にわずかに黒褐色上の堆積が見 られ

た。以上のことから本址は住居址の周溝であった可能性 も考えられる。

時  期 :不明。

(4)土坑

51号土坑 (SK51)

検 出遺構 :径 102cm× 92cm、 深 さ32 cmの 不 整 円形 。覆土 は黒褐 色土 (10YR3/1)一層 で 掲色土
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(10YR4/6)お よび指頭大～傘大の礫を含む。

出土遺物 :箱清水式の壺・甕破片、検出面付近から石鏃 (65)が 出上 した。

時  期 :弥生時代後期と推定される。

70号土坑 (SK70)

検出遺構

出土遺物

時  期

170号土坑 (

検出遺構

出土遺物

219号土坑 (

検出遺構

時  期

土  器

径81 cm× 66cmの不整円形。覆土は黒褐色土 (10YR3/1)一 層で小礫・炭化物を含む。

箱清水式の壺 。甕破片が出上 した。

弥生時代後期と推定される。

SK170)

径41 cm× 44cm、 深さ32cmの不整円形。

底部か ら箱清水式期の鉢 (52)が 出上 した。この鉢は口縁部全周を意図的に打ち欠い

ており、これを覆うように上部に偏平礫が置かれていた。

SK219)

径60cm× 58cmの 円形です り鉢状の断面を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/1)一 層であ

る。また、傘大の礫が上坑内に投棄されたかの様な状態で出上 した。

須恵器郭 (53)ん 出ヾ土 したことか ら奈良時代に属するものと推定される。

出土遺物一覧表 1

NO, 出土遺構
嶺
樫

里
命

Ａ
B制作技法     Cその他特記事項 a色調 b焼成 c胎土

↓
牢

存虚
所

1 SB01 Att    B外 面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒を含む 胴下部1/3
０
る SB01 A高邦   B内外面ヘラ磨き aにぶい褐   btt    c砂 粒を含む 邦部1/6
０
０ SB02 Att    B内 面ヘラ調整 a橙 btt    c砂 粒を含む 1/5

4 SB04 Att    B内 面ヘラ調整 att      btt    c砂 粒・雲母・茶色粒子を含む 頚部1/4
Ｒ
υ SB04 Att    B日 縁部ナデ・内面ヘラ磨き

C内面の一部に炭素の吸着が見られる

a橙 btt    c砂粒・雲母を含む 彰
ル

〕
狂

SB04 Att    B内 面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒〕雲母を多(含む 1/2
，

１ SB04 A小型甕か? aにぶい赤褐  bやや不良   c砂粒を多(含む 底部完形

8 SB04 A甕 a橙 btt    c砂粒・雲母を含む 日縁1/4
∩
Ｊ SB04 Att    B日 縁部ナデ・内面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒を多(含む 頚部1/4
〔
Ｕ SB04 Att    B日 縁部ナデ=内面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒・雲母・黒色粒子を含む 頚部1/4

SB04 Att    B内 面ヘラ調整 a橙 btt    c粗 粒の砂・茶色粒子を含む 2/3

12 SB04 Att    B内 面ヘラ調整 att      btt    c砂 粒・雲母・茶色粒子を含む
０
じ

／

／

13 SB04 A高郎   C片日付 a橙 btt    c砂 粒・雲母〕茶色紘子を含む 邦部1/8

14 SB04 A高邦   B内外面ヘラ磨き att      btt    c砂 粒・雲母を含む 脚部
買
Ｊ SB04 A高郷   B内外面ヘラ磨き  C日縁部に小突起を有する a橙 btt    cゆ 粒・雲母を含む

Ｅ
Ｊ

／

／
８
じ

部邦

父
υ SB04 Att    B内 外面ヘラ磨き  C片日付 aにぶい橙   btt    c粗 粒の砂=雲母を多(含む 1/3
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器土

出土遺物一覧表 2

NO,
性
需

Ｌ
傾
昼

―
イ
一

ｈ
＝
山 A器種   B制作技法     Cその他特記事項 a色調 b焼成 c胎土

載
Ｔ

青
甘

注
腐

SB04 Att    C片 日付 a橙 btt    c砂 粒・雲母を含む 1/4

18 SB04 A土製円板   C箱清水式土器片の転用品 aにぶい橙   btt    c砂粒を含む 彰
ル

〕
死

∩
Ｊ SB04 △壷    B外面ハケ調整後、ヘラ磨き・内面ヘラ調整 aにぶい橙   btt    c砂 粒・雲母・茶色粒子を含む 胴下部1/2
∩
υ SB05 Att    B内 外面ヘラ磨き att      btt    c砂粒・雲母を含む 顕部2/5

SB05 Att    B内 外面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒・茶色粒子を含む 顕部3/4
９
る SB05 Att    B日 縁部ナデ・内面ヘラ磨き att      btt    c砂粒・雲母を含む 日縁1/3

23 SB05 Att    B外 面ヘラ磨き aにぶい橙   btt    c砂粒・雲母を含む 日縁完形

24 SB05 Att    B外 面ヘラ磨き,内面剥落  C炉胎土器 att      btt    c粗粒の砂を含む 底部完形

25 SB05 A甕 att      btt    c砂粒・雲母・茶色粒子を含む 日縁4/5
盗
υ

Ｏ
乙 SB05 Att    B日 縁部ナデ〕内面へう削り a糧 btt    c砂 粒9雲母を含む 日縁1/2
０
る SB05 Att    B内 面ヘラ磨き a明赤褐    btt    c砂粒=雲母を含む 日～頚部1/3

28 SB05 Att    B内 面ヘラ調整 a橙 btt    c砂 粒・雲母を含む 日～頚部1/4
∩
υ

Ｏ
る SB05 Att    B内 面ヘラ調整 a明赤褐    btt    c砂 粒を多(含む 日縁～胴部1/:

ｎ
υ

９
じ SB05 Att    B内 面ヘラ調整 a橙 btt    c砂 粒]雲母を含む 頭部1/4
つ

じ SB05 A賓 a構 btt    c砂 粒を多(含む
卜
月

競
収

32 SB05 A甕 att      btt    c粗粒の砂を含む 底部完形

33 SB05 A養 a明赤協    bや や不良   c砂粒を多(含む 頚～胴部1/3

34 SB05 Att    B日 縁部ナデ att      btt    c砂粒・雲母・茶色粒子を含む 1/4

35 SB05 Att    B内 面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒・雲母を含む 日縁1/4

食
υ

Ｏ
じ SB05 Att    B内 面ナデ aにぶい褐   btt    c砂粒・雲母を含む 2/3

７
‥

０
じ SB05 A小型器台 a浅黄織    btt    c細粒の砂・灰色粒子を含む 邦部1/8

０
０

つ
０ SB05 A高邦   C雫形透し穴3、 円形透し穴1を有する a明赤褐    bやや不良 c砂粒・雲母を含む 脚部完形

∩
υ

０
０ SB05 A高邦   B外面ヘラ磨き,内面ハケロ a糧 btt    c砂 粒・雲母を含む 脚部完形

40 SB05 A高邦   B外面ヘラ磨き・内面ハケロ att      btt    c砂粒・雲母を含む 脚部1/3
′
仕 SB05 Att    B内 外面ヘラ磨き att      btt    c砂粒を含む 3/5

42 SB05 Att    B内 面ヘラ磨き a黄橙     btt    c砂 粒・雲母を含む 底部完形

43 SB05 Att    B内 面ヘラ磨き a橙 btt    c砂 粒・雲母を含む Ｒ
Ｊ

／

／
２

44 SB05 A養か?  C高台状の高まりを有する a褐灰     btt    c砂 粒・雲母を含む 底部1/4

45 SB05 A壷か?  B内 外面ヘラ磨き。内面黒色処理 att      btt    c砂粒・茶色粒子を含む
形し

死
Ｗ
叩

虚
属

食
υ

お
４ SB05 A土製円板 C箱清水式土器片の転用 a橙 btt    c砂 粒・雲母を含む

町
形

し
死

刀
４ SD01 Att    B内 外面ナデ    C有段日縁・北陸系土器 aにぶい橙   btt    c砂粒・雲母・茶色粒子を含む 破片

48 SD01 A長同甕  B外面・底面ヘラ削り]内面ヘラ調整 aにぷい褐   btt    c砂粒1雲母を含む 底部1/4

49 SD01 A S字甕   B日縁ナデt外面ハケ調整

C S字状日縁・東海系土器

a橙 btt    c砂 粒を多(含む 日縁1/5

ｎ
υ

Ｒ
Ｊ SD01 A高郎   B表面ヘラ磨き

曲
脚

枠
仏

柱
伴

Ｃ
a橙 btt    c砂 粒・雲母・茶色粒子を含む 脚部

Ｅ
Ｊ SD02 A高郷   B内外面ヘラ磨き att      btt    cゆ粒・雲母を含む 郷部完形
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器

出土遺物一覧表 3

石 器・銭

NO. 出土遺構 A器種 B制作技法     Cその他特記事項
割
醐

名
巴ａ b焼成 c胎土

竜
甲

”
竹

，
痰

０
る

Ｒ
Ｊ SK17( Att    B内面ヘラ磨き

C日縁部全周を意図的に打ち欠いている

aにぶい橙   btt    c砂粒・雲母・茶色粒子を含む 完形

53 SK21〔 Att    Bロ クロ成形・貼付高台・底部ヘラ切り a暗青灰色   btt    c砂粒を含む 底部1/3

Ｒ
υ

＝
狩

性
需

遺
A甕 B外面ナデ     C有段日録・北陸系土器 a橙 btt    c砂粒t雲母・茶色粒子を含む 破片

55 SB02 Att    B外面ハケロ aにぶい掲   btt    c砂粒・雲母・自色粒子を含む
卜
月

破
収

ｒ
υ

Ｒ
Ｊ SB03 Att    B外面ハケロ a横 btt    c砂粒・雲母を含む

卜
月

政
以

７
‥

質
Ｊ SB03 A甕 a橙 btt    c砂粒]黒雲母を多(含む 破片

Ｏ
Ｏ

Ｒ
υ SB04 A S字甕 B外面ハケロ  C S字状日縁・東海系土器 att      btt    C砂粒を含む 破片

ｎ
Ｊ

Ｒ
Ｊ SB04 Att    B内 面ヘラ調整 aにぷい橙   btt    c砂粒・雲母を含む 破片

ｎ
υ

食
υ SB05 Att    B内 面ハケ調整・ヘラ磨き a灰黄     btt    c細 粒のひを含む 破片

食
υ SB05 A甕 att      btt    c細粒の砂を含む 破片

62 SD01 A長胴義  B日録ナデ     C胎土に組粒の砂を含む aにぶい褐   btt    c小礫・砂粒・雲母を含む 破片

Ｏ
Ｏ

ｒ
ｕ SD01 A鶏 (須意)  B外面甲き目 a灰日 btt    c砂粒・茶色粒子を含む 破片

NO. 出土遺構 器種 長さ(Illlll) 幅 (mm) 厚さ(Ilull) 重量(g) 材質 備  考

64 ST03 銭 直径23□皿 2.9 青鋼 唐「開元通費」(初鉾621年 )

質
Ｊ

資
υ SK51 離

瓢
一右 Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
じ 0.5 〓

日
坦
雅

田
温

食
∪

食
υ SB04 磨石

ウ
‘

父
υ

Ｒ
υ 45 221 〕

伯‥―‐凶
上
ス

食
υ SB04 礫枠

帆
性
停 114 〔

υ
Ｒ
Ｊ

資
υ

つ
０ 302 安山岩

Ｏ
Ｏ

盗
Ｕ SB04 棒状際 158 65 45 676 睾

有‥ｆｉ凹
上
ス 上端に剥離痕あり

ｎ
コ

資
υ SB04 す

日
般
凧 135 52 43 468 血

有
百
只 上端議打痕・下端敲打による剥離

∩
υ SB04 砥石 168 資

υ
Ｏ
Ｏ

０
０ 822

山
ど
担

Ｉ
Ｗ
四

卜
一
ム 表裏の平坦面に磨痕が見られる

下端に改打に伴う剥離痕あり
７
‥ SB05 砥石 214 196 ０

０
オ
４ 3860

”
ど
口

Ｉ
Ｗ
四

卜
一
ス 両面に磨痕あり

72 SB05 砥石 177
ｎ
υ

∩
Ｊ

Ｏ
と 883 安山岩 片面に磨痕あ,
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一

◎
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③

生

（
芍
組
禅
引
劇
哩
）
幽
引
ｄ
睡

中
Ｈ

干

♪

汁

併

――

――

―

0          2m
l   l   l1:黒色土層 (褐 色土を含む )

1・ 2・ 3号住居址

1:黒 褐色土層
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引
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撃
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ｒ
引
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）
引
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鷲
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中
＝
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0        2m.
|   |   |1:黒 褐色土 (褐 色土卜黄褐色土、礫、少量の共rヒ 物を含む)

図 5 4号住居址

カクラ|ン
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⑤へ

◎ 騨 ―
◎

◎

③      0

餞  

―

Й

Ｉ Ｉ

Ｉ ‐

― ‐

日

拭

脚

闊

阿

Ｍ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

＝

μ
い
如
蕊
耐
卜
嗣
ム

憐
＞
ｔ
汗
捌
＞
ｅ
暴
鮮
蝸
脚
富
ゆ
け
）

B           Ir・

1:黒褐色土層 (傘 大～1人 頭六 の礫 を多量 1こ 含 む )

2m
L  I   I

図6 4号住居址溝状施設付属状況 ,5号住居址
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図 8 3・ 4号掘立柱建物址
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図 10 7・ 8'11号掘立柱建物址
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図 12 1・ 2号溝址
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図 13 4・ 5・ 6号溝址

-25-



A

A_///

生
((こ))二

Ｋ７０
④

ＳSK51

パ
一

Ｎ
一

Ａ
一

Ｋ２‐９
①

Ｓ

　

Ａ

一

Ａ
一

＼ _/が

SK170

生
◎

二

0                2m
l   l   l

図 14 3'7号溝址、51・ 70・ 170・ 219号土坑
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1号住居址 (SB01)

2号住居址 (SB02)

）
７

10

0               10cm
l   l   l

図 15 出土遺物 (土器)

4号住居址 (SB04)

フ
〃
低
兼
、

-27-



4号住居址 (SB04)

は
Ｍ
酬
岱

0                 1ocm

l   l   l

図 16 出土遺物 (土器)
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4号住居土止 (SB04)

D

0               1ocm
l   l   l

18

図 17 出土遺物 (土器)
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4号住居址 (SB04)

5号住居址 (SB05)

図 18 出土遺物 (土器)
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5号住居士止 (SB05)

ハ
ーー
日
り

　

　

４６

‐（日）
‐

SK170
1号溝址 (SD01)

く質7＼

叉
出土遺物

遺構外

(土器)

目 √
54

0                 1ocm
l   l   l

2月崩善l■ (SD02)

SK219

区]20
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鰺 ①
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汀
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図21出土遺物 (土器・銭・石器 )
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67

σ  68
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0              10cm
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図22 出上遺物 (石器)
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図版 1

1号佳居址 (SB01) 2号住居址 (SB02)

3号住居址 (SB03) 4号佳居址 (SB04)(後方は千曲川段丘崖)

6号溝址 (SD06)(S804付 属施設) 養 (阻 5)出土状況 (SB04東側周溝内)

5号住居址 (SB05)礫出土状況
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5号住居址 (SB05)



図版 2

炉胎土器 (壷 ,Nは24)出土状況 (SB05) I号建物址 (ST01)

2号建物址 (ST02)

9号建物址 (ST09)

3号建物址 (ST03)

4号建物址 (ST04)

10号建物址 (ST10)
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鯰
ゞ
鎮
綴

1号溝址 (SD01)東側部分

4・ 5日 6号薄址 (SD04 B 05・ 06) T号溝址 (SD07)

170号土坑 (SK170)礫 L鉢出土状況 170号土坑 (SK170)鉢出土状況

1号薄址 (SD01)西側部分

219号土坑 (SK219)礫出土状況
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219号土坑 (SK219)
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図版 5

45
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左上から 血66～70
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